
「平成28年度補正革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金」成果事例

企業概要
呉服卸と西陣織の広幅ファブリックの製造を行なってい

る。後者では伝統的な西陣織の技術を用いて、150cm幅
のファブリック開発を行
っている。インテリア・
ファッション・家具など
様々なジャンルでクライ
アントの潜在要望を満た
す柄開発・提案を行う。

主要取引先
建築・デザイン事務所、ホテル、メゾンなど。

主な保有設備
レピア織機6台

主要製品株式会社 細尾

目的、取組のきっかけ

弊社は創業（1688年）以来西陣にて織物業を営んでい
ます。近年では西陣織の新たな市場開拓への取り組みとし
て伝統的な西陣織の特色を活かし、国際市場の標準基準で
ある150cm幅で革新的なファブリックの開発に積極的に
取り組んでいます。
平成26年度補正のものづくり補助金では、150cm幅の
織機で天然繊維と機能性繊維の交織など性能の違う糸を複
合的に織り込む技術を確立し、広幅ファブリックの用途を
大きく拡げました。
広幅ファブリック事業は国内外の顧客から広く支持いた
だきました。事業の拡大に伴い開発段階から安定的成長事
業として若手職員と設備の拡充をしてきました。更に現在
も多くの案件を抱えるなかで、生産効率を向上させるため
に織機台数を増やす必要がありました。

◆生産能力の拡充に向けた課題
そこには下記の二つの課題がありました。
①狭いスペースへの対応
②既存設備の能力向上
弊社敷地内には新工場と旧工場とを有していますが、新
工場で増設する余地がないため旧工場の活用を検討しまし
た。旧工場は西陣地区大半の同業者と同様の工場で、間口
が狭く限られた設置スペースしか確保できず、それに対応
できる設備が必要でした。また、初期に導入した織機に
も問題がありま
した。小型ジャ
カードで付属装
置（棒刀・伏せ）
を使用して生産
していますが、
この付属装置は
低寿命かつ故障
が頻発すること
と織機の回転速

度を低速にしなければ正常な生地が織れないため、生産効
率が非常に低いという問題を抱えていました。そこで早急
にこの状況の改善が求められていました。

取組内容

◆生産能力の拡充に向けて
今回の補助事業では、この解決策として小スペースでも
対応できるよう中型ジャカードを2台連結して、大型ジャ
カードの能力を持つ新生産システムを開発しました。

今回最も工夫した点は「中型ジャカード」2台を連携さ
せ、「コントローラー」で同期稼働することで生産能力を
高めたことです。「ジャカード」には「パンチカード式」と
「電子式」があり、前者では過去にも３連結や４連結など
ありました。本事業では、より複雑で大量のデータを扱う

ことができる「電子式」で同期駆動制御させており、業界
で初めての試みでした。
既設は900口の「小型ジャカード」で稼働していまし
た。口数が多ければ、より複雑で解像度の高い織物を作
ることができますが、1,200口の「中型ジャカード」を２
台連結させ同期稼働させることで、2,400口相当の「大型
ジャカード」と同等の能力をもたらしています。しかも、
製紋プログラムも大型ジャガードと共有できます。
上記の取り組みは画期的で前例のないものでしたので苦
労も多かったです。新規開発コントローラーの導入初期に
発生する異常に対して、糸の釣り方や製紋プログラムの工
夫など本事業を成功させようと従業員一丸になって取り組
みました。

成果と今後の展開

成果として以下が挙げられる
①生産効率の向上　　②出来栄えの向上
③従業員の成長

◆生産効率の向上
故障がなくなり稼働率が高まったことで、生産能力は

120％程度上がったと感じています。通糸（つうじいと：綜
絖の経糸を通す部分とジャカード機の経針を連結する糸）の
切断や部品の交換など、以前は故障が毎日のように発生し
ていました。特に通糸が切れても、止まることなく織機は
稼働し続けます。織られる生地には傷が発生するため、解
き織り直す作業が発生します。この補修には１時間程度かか
ることもあり、非常に大きなロスでした。また、いつ起こる
か分からないため従業員の精神的な負担も大きいものでし
た。従業員の負担が軽減されたことも良かったと思います。

◆出来栄えの向上
　２台連結中型ジャカードで大型ジャカードと同等の性能
を実現でき、顧客の要望である高いデザイン性と精度の高
い製品が提供できるようになりました。客観的に判断する

ため、京都市産業技術研究所に「密度」と「物性強度」の試
験を依頼し、一般利用に必要とされる強度をはるかに上回
る結果を得ることができています。

◆従業員の成長
本事業は前例のない事業だったため、様々なトラブルが
発生しました。その都度、納期を守るため他の織機で対応
しなければならず、職人の負担も大きかったと思います。
一方で連結したジャカードのプログラミングや個々の製織
技術力も上がり、トラブルへの対応力も上がっていると感
じています。

◆今後の展開
お客様も国内外問わず増え、求められる性能も高度化し
ています。弊社の職人は製紋工程と製織工程の分業はして
おらず、一貫して担当する責任体制を取っておりますが、
原材料の糸や織機の性能にも探求心を持ち、非常にチャレ
ンジ意欲をもって取り組んでくれています。今後も新たな
取り組みを仕掛け、職人の育成と設備の拡充を継続してい
きます。また業界の活性化に向けた取り組みも重要と感じ
ています。西陣地域を西陣織広幅ファブリックの拡大に
よって活性化するため、今回の成果は同じ課題を持つ同業
他社にとって設備新設を促すことが可能になるでしょう。
他地域へも伝えていき、産地を超えた織物業界全体を活性
化することも弊社の使命と感じています。

西陣織広幅ファブリックの新生産システムの開発
中型ジャカード織機を2台連結して大型ジャカード織機相当の能力を有する新生産システムを開発する。この開発により、
西陣織広幅ファブリックの生産能力の向上と高解像度の織物の生産が可能になり、西陣地域の活性化に寄与できる。
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